
『研究と活動の報告』 

富⼠⼭の樹海と⼤室⼭の天然林の観察会 

中村華子 
 
内 容：富士山森林復元活動の一環として実施した現地講座（第 402 回講座） 
日 程：2017 年 8 月 27 日（日）  ※26 日は協定林での富士山森林復元活動 
 山の自然学クラブ・富士山の森林復元活動では、自然をより深く理解し、体験するための講

座を活動と一緒に行ってきました。森林復元の目標となる、天然の森林やそこに生育する樹木、

生き物やその関わり方、生態系の成り立ちなどに関する様々な観察会や講習会を行っています。 
 今年 2017 年 8 月の観察会では、富士山最大の寄生火山・大室山周辺に広がる樹海と天然林の

観察会を行いました。 
 
 富士山は言うまでもなく火山列島日本の中でも有

数の火山です。富士山周辺の地形や地質の観察を合

わせて行うことで、地球規模～身近な事象まで、大

地の営みや地史、日本列島の成り立ちや特徴を考え

る事ができるたいへんありがたいフィールドでもあ

ります。火山の噴火活動の時期やその特徴、歴史は、

地形や植生、さらに人の分布や生活形態、生活環境

などにも大きく影響します。富士山は新しい火山で

あり、歴史時代の活動も活発であったことから、最

近の火山活動は人々の記録にも多く残されています。 
 富士山は山頂以外で噴火することも多く、山腹に

もたくさんの噴火口が見られます。割れ目噴火も多

いのですが、山の側面にできた噴火口がつくる高ま

りを側火山、もしくは寄生火山と呼びます。明確な

もので約60個あると言われています（富士砂防工事

事務所）。フィリピン海プレートからの影響を受け

る富士山では（図-1，富士砂防工事事務所HP.富士山

豆知識コーナー）、圧力が解放される北北西～南南

東に多くの火口が並びます（図-2，静岡大学防災総

合センター）。 
 天然記念物に指定されている「富士山原始林及

び青木ヶ原樹海」は大室山の広葉樹林、弓射塚の

針広混交林、御庭奧庭の矮性針葉樹林が広く含ま

れていて、それぞれの森林の姿と、標高に応じて

変わっていく植生分布が見られることが特徴であ

るとされています（文化庁資料）。大室山の周辺に

は同じく天然記念物に指定されている「富士風穴」

や「本栖風穴」、「大室洞穴」、「神座風穴・附・

蒲鉾穴および眼鏡穴」があります。古くから利用さ

れている精進口の登山道から近く歩道が整備されて

いること、車で入れる県道から比較的近いことなど

からも、観察しやすい人気の観察・ハイキング場所

となっています。当会では2003年の第200回記念

講座を箱根～富士山で行いましたが、そのときの

クライマックスとして、ここの富士風穴～青木ヶ

原溶岩流上の針葉樹林（樹海）／大室山麓のイヌ

ブナ林の見学をしました。公式行事で来るのはそ

れ以来だったと思います。 

 図-1 富士山と日本列島周辺のプレート 

  図-2 富士山の側火山分布図 
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写真-3 溶岩流上の苔マットの上に定着したツガと  写真-4 樹海に生きるヒノキの根。 
 イロハモミジ。次の世代も順調に育っている様子。   溶岩の隙間に何メートルものばしている 
 
 一方、その通りに進むのではないケースもたい

へん多いのだということは、自然の中で、様々な

自然の森林を観察してみるとよくわかります。 
 大室山（標高 1,468 m）は富士山腹の側火山の

中で、一番大きな火砕丘で、比高は300 mありま

す。約3000年前、BC1300年頃の噴火で形成され

たといわれています（図-3のSc-Omr，大室山方蓋

山噴出物）。溶岩も流出したそうですが、大きな

火砕丘はスコリアで形成されています。周辺には

大室山よりも新しい噴火口も多くあり、付近で割

れ目噴火等が起きると周りに溶岩流が流れること

になります。青木ヶ原溶岩流もそのひとつです。

地質図を見るとその様子がよくわかります（図-3）。 
 最近は研究が進み、詳細な地形図（図

-4）が作成されるとともに、溶岩流の成

分や年代が細かく調べられており、噴火

年代や各噴火による溶岩流の流れ、地形

の分類なども進んでいます。その成果を

反映した最新の地質図である、“富士火

山地質図”が2016年に発行されています

（図-3の引用元，高田亮・山元孝広・石

塚吉浩・中野俊，産業総合研究所，2016）。 
 これらの資料には、2002年に室内講座

を、2003 年 2 月 l5-16 日に伊豆大島の現

地講座をご指導下さった千葉達朗先生

（アジア航測株式会社）の業績がたいへ

ん重要なものとして位置づけられてお

り、特に青木ヶ原溶岩流の分類は火山地

質図でも千葉先生達が調査した結果（千

葉ほか，航空レーザ計測にもとづく青木ヶ

原溶岩の微地形解析，富士火山，349-363p，2007 な

ど）が主要な情報として活用されています。千葉先

生はレーザ光線を使った地形計測を可視化した「赤

色立体地図（RRIM:Red Relief Image Map）」（図

-4）の開発に携わっていて、山の自然学講座でお

話し頂いたときはまだ名前のついていないこの地

図を“内臓マップ”と仮に呼びながら、開発した

ての地形図を見せて下さいました。私たちは頂い

たその地図を手に、青木ヶ原を探索してみたこと

も何度かあります。また、2016年には人気テレビ

番組で、千葉先生に案内をしてもらいながら、ほ

ぼ同じようなことをされていたので、嬉しく思い

ました（図-5）。 

図-4 赤色立体図（部分），富士砂防事務所 



 
 
 
 
 
 県道から歩き、大室山の斜面が見えてくると、

少し風景が変わってきます。突然明るくなるので

す。「ブナ広場」とも呼ばれているようですが、大

室山の北麓付近の斜面には、天然林と考えられる

落葉広葉樹林が見られます。ミズナラやイヌブナ、

カツラ、ウラジロモミなどを中心に直径1 mを超

えるような大木もある、広々とした美しい森に入

ります。そのほか広葉樹で目立つのはアサダ、イ

ヌシデ、キハダ、ブナ、ミズキなど、針葉樹はウ

ラジロモミのほかツガ、ハリモミ、モミなどが見

られます。イヌブナとウラジロモミは特に大きい

個体が多いようです。これらは青木ヶ原溶岩流の

上にはまだ見られない樹種ばかりです。当会が活

動をしている南麓でも、目標植生でもあるブナ、

ミズナラ混交林はスコリアが供給される立地では

土壌が厚くなくても立派な森が見られますが、物

理性がよい富士砂（＝スコリア）が植物の生育に

寄与していることも「富士山の森」の多様性に大

きく影響しており、また、土壌・立地条件の大き

な特徴のひとつでもあるようです。 
 この、かつて大室山・方蓋山噴出物が覆ってい

て、針広混交林の森が広がっていたこの斜面下部

に、865 年頃に青木ヶ原溶岩流が流れ込んできた

のです。そして、溶岩流の流れ込まなかった標高

の高い斜面にはそれ以前から生育していた樹木が

残ったと考えられます。青木ヶ原溶岩流が形成さ

れた貞観噴火の火口の位置は富士山頂に対してこ

の斜面よりも下部と、大室山よりも高いところに

あり、噴火と溶岩流の影響は、北側斜面に当時あ

った森林が全滅するほど大きくなかったことが考

えられます。 
 この森は「広場」と言う呼び名がついていると

おり広くて明るい印象の強い場所です。暗い樹海

の針葉樹林から入る落差がそのように思わせる要

因のひとつではありますが、もう一つ、下層植生

がたいへん少ないことも広々とした印象を持つ一

因となっています。大室山の山腹は大室山による

スコリア噴出物が堆積した斜面が続いています。

斜面下部の青木ヶ原溶岩流との境界部は上部から

流入して供給されるスコリアが堆積したと考えら

れる平地状のなだらかな地形となっています。大

木の根元が全て埋まっている状態であること、土

壌の生成が進んでおらず、落ち葉の下にスコリア

が直接見えていることからも、スコリアの移動が

現在でも継続していることが伺えます。 

 
 富士山は新しい活火山であり、植生も比較的新

しいので、立派な森林や高山植物はあまり見られ

ない山だと思われがちですが、山体が大きくて、

富士山中でも気象、地質や標高、斜面の向きなど

環境条件が多様ですし、立地条件による植生の違

いも豊富です。また、最深部は2,500 mに達する

日本で一番深い湾である駿河湾から生み出される

気温差、霧がたくさんの植物を育んでいます。そ

して豊かな湧水、植生、多様性のある環境が観察

できます。もちろん火山活動と、一次遷移の様子

も見られます。これからも富士山の自然を満喫し、

深～く学ぶ活動をしていきたいと思います。 

図-5 「ブラタモリ」番組ホームページから 
 該当回ページのスクリーンショット 
 http://www.nhk.or.jp/buratamori/index.html 

写真-5 大室山北麓，大木が多く見られる斜面 
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